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1 業

(1) ．．一般依頼検査件数

1) 総括

検；；：―――--------

健康保険法の規定による検査

ウ イ ルス血清反応検査

工 ィ ズ 抗 体 検 査

細 菌 等 の 試 験 検 沓

般 細 菌 数 検 査
_, 

大 腸 菌 群 検 査

食品添加物等の試験検査（化学検査のみ）

食品の栄養学的成分試験

一-

その他の検査

（複雑な検査又は高度な検査）

II 

（筒 単 な 検 宜）

食品中のビタミン類の定量試験

米 の 成 分 規 格 検 責．

水 質 化 学 試 験 料

濁度、色度、味、臭気、 PH1直、残留塩索、
塩素イオン、硬度等

鉄、カドミウム、銅、亜鉛、鉛、マンガン

及び水銀

有機燐、弗素、砒素、シアンイオン、陰イ
オン界面活性剤等

合 計

（ ）は保健所で受付したもの

務

単価 4 

800 5 

1,600 

1,240 

1,340 

6,700 1 

19,980 

5,460 

6,590 

55,620 

310 

1,440 

3,500 

6 

- 7 -

実 績

5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 計

7 5 3 3 3 1 2 2 2 3 21 57 

一~

(1) (1) (1) (1) (9) (8) (21) 

1 1 21 1 1 3 3 26 57 

--

13 13 33 13 13 13 13 55 166 

~ ~-

2 1 1 1 6 ， 10 1 32 
2 2 4 

1 5 20 24 40 90 
•~ ~ 

3 8 8 17 36 

1 1 

1 1 

6 6 

1 1 

(1) (1) (1) (1) (9) (8) (21) 

7 5 27 19 60 26 17 52 59 51 22 451 



2)微生物部

血液製剤の無菌試験検査実績

試験項目 検体名 件数

細菌否定試験 保存血液 1 0 

濃厚赤血球 1 0 

新鮮凍結血漿 1 0 

濃厚血小板 1 0 

小計 4 0 

真菌否定試験 保存血液 1 0 

濃／厚赤血球 l 0 

新鮮凍結血漿 1 0 

濃囮血小板 1 0 

小計 4 0 

合計 8 0 

40検体につき細菌否定試険、真菌否定試験を実施した

が、検体は全て適合であった。

3)理化学部

食品検査実績

特産品の商品化に向けて、やま芋（つくね芋）のルお

よびフリーズドライ後の成分値把握を目的とした検査依

依が延べ 15検体あった。

--~-· 
＿＿栄養学的成分丁―ー無機質検

項 目 工 水 た 脂
炭化 水物
灰

体 ネ ん
Jレ ぱ ~糖, 織 Ca p Fe Na 

品 名 ギ ＜ 
名 1分 質 質 質 維 分

魚介類・その加工品 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

肉卵類•その加工品 2 

米•その加工品 3 2 2 2 2 2 2 2 

小麦•その加工品 1 1 1 1 1 1 1 1 

いも類・その加工品 15 15 15 15 15 25 15 15 15 15 15 15 

野菜•その加工品 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
ー“

果実•その加工品 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 
一ヽ

' 
きのこ•その加工品 1 1 1 1 1 1 1 1 

- ~一 ←-
調 味 料 7 7 7 7 7 7 7 7 

菓 子 類 1 1 1 1 1 1 1 1 

計 35 32 32 32 32 32 32 32 19 17 19 17 

ビタミン 抗菌剤

A 工 スメ
｝レ ルト

K 
カ
B1 B2 C E 

ノゞ
フキ口 メ

チ I アシ

ン トジン

2 2 

15 15 14 1 1 

1 1 1 

1 1 1 1 
ト――-—

＇ 
;.. 

し~

1 

18 1 16 14 3 2 2 2 

注：成分規格---.有機塩素剤 [BHC (a、B、r、8の総和）。 DDT(DDD、DDEを含む。
エンドリン、ディルドリン（アルドリンを含む） ］ 

成分規格

有 有 力 力

機 機 ）レ ド

塩 リ
Iゞ
ミメ

素 ン 卜 ウ

剤 剤 剤 ム

1 1 1 1 

~ 

~ ／ ~ 

1 1 1 1 

有機リン剤 [E PN、ダイアジノン、パラチオン、フェニトロチオン（スミチオンMEP)。

フェンチオン (MPP)。フェントエート (PAP)。マラチオン

カルバメート［カルバリル (NAC)]

カドミウム
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(2) 行政依頼検査件数

1)総括

検査項目 =========!j 4 
健康保険法の規定による検沓

細閣培従同定検査
ー・

B（型特肝定炎疋期ウ健イ康ル診ス検断杏） 

肝（機特能定極定蚕期健康G診O断T｝ GPT 

エ（特イ定ズ抗疋体肌検健査康診断）

細菌、ウイルス等の試験検杏

ウイルス椅嘉
（分離、 ・定点）

38 

iウ糾レス闊査
（ ヒ妥り によるもの）

ウ（赤イ血ル球ス検凝査集抑制試験）

...  

ウイルス闘
（ポリオ 試験）

---------,----,-------

細（菌分検離介、同疋」 ：定点） 30 

食品添加物等の試験検査

食品中残留抗生物質検付

その讐0) 検検査介又は高度（複な な検沓）

水質化学試験

飲（料低水沸）のはI行ll機|」別ハ検ロ査ゲン化合物）

飲（料ア水ルキのル項水目銀別•検P査CB及び有機塩素系化合物）

l発棄物処JI圃施没の放流水等検壺
．｀  

アルキ）レ水銀． PCB及ひ有機塩索糸化合物

低沸点有機ハロゲン化合物
- •--

温泉分析

項目別試験

朕薬品等試験

Iその他の試験
家庭用品の検査

. - t• - -

ホルムアルデヒ i 

メタノール、トリクロロエチレン、テトラクロ
ロエチレン

/:}子臨床検介

神経芽細胞腫スクリーニング 793 

先天性代謝異常スクリーニング 604 

5 6 7 

2 1 

24 

15 

44 52 91 

25 122 

I 

31 I i 36 28 

6 5 28 

l 

10 5 

6 

--

32 

13 

22 15 

122 

30 

659 624 793 

653 612 697 

8 ， 10 11 12 1 2 3 計

5 2 10 

1 2 161 25 5 218 

161 161 

15 

50 162 77 39 56 34 73 56 772 

101 51 7 68 

99 100 100 10 110 14 580 

430 215 645 

17 18 34 26 22 21 24 '14 301 

50 50 

＇ 
--

＇ 
7 2 15 10 2 75 

3 19 ' 37 I 

6 

I 
18 10 60 

19 32 

ー・

27 22 86 

ー・ --- ー！―..．―-一 ;卜—,-

10 10 

122 
~~~ 

30 

＇ ー・

618 718 688 655 740 743 797 891 8,719 

692 666 673 594 550 660 564 599 7,564 

そI、I ', 1 1,465 1,41511,524 1,864 1,516 2,148 2,171 1,329 1,407 1,478 1,648 1,596 ~ 
・・------、•- -
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2)微生物部

I)細菌培養同定検査

表1 細菌性伝染病に関する検査実績

検沓項目 件数 検査結果（件数）

コレラ菌（痰便） 6 分離陰性(6)

ファージ43型(2)
腸 チ フ ス 菌 3 

ファージDVS型（1)

パラチフスA菌（菌株） 1 ファージ 1型（1)

Il)感染症定点調杏

感染症サーベラインス病原検出成績は表2のとおりで

あった．すなわち， 648名中213人から病原体が検出さ

れた．また無菌性髄膜炎から 58株のエコーウイルス 30

型か検出された．

表2 微生物感染症の病原検索

疾患名 被検者数 確定又は推定数％ 確定又は推定された病原微生物

上 気 道 炎 54 20(37.0) SA'T6(1), SAT4(4), IVAH1(7), SAT1(3), CVA6(2), HSV1(2), SAT3(1) 

インフルエンザ 79 17(21.5) ECH030(1), IV AI-Il(lり

IV AH1U8), SAT6(1), AD-UT(5), SAT4(4), CV A6ct0), EVUT(5), 
咽 頭 火火 171 53(31.0) 

CVAU'P(3), SAT28(1), SAT12(1), SATB(l), SAT1(4) 

IVAHH4), CVA5(1), CVA6(4), AD-UTl2), HSVl(l), CVAUT(4) 
扁 桃 炎 67 20(29.8) 

EV9(1), SAT4(1), SATB(l), SAT12(1) 
•, -• 

アンギーンナ AD2(1), IV AHl(l) 
8 5(62.5) 

ヘルパンギーナ CV A6(1), CV A4(1), CV AUT(l) 

気 管 支 炎 13 2(15.4) SATl(l), CV A6(1) 

口 内 炎 6 3(50.0) CV A UT(2), HSVl(l) 

急性胃腸炎 15 6(40.0) ROT A(2), VP(3), IV AHl(l) 
．---・一t-.

大 腸 炎 15 7(46. 7) ROT A(l), CV A6(6), EC(l), SAL-08(1), CJ(l), ECH030(1) 

下 痢 症 8 2(25.0) ROTA(2) 

麻 疹 2 1(50.0) IV AHl(l), MEASIES(l) 
I 

狸 紅 熱 3 2(66. 7) SA T12(1), SA T4(1) 

溶連菌感染症 23 10(43.5) SAT1(3), SAT4(1), SAT12(5), SATUT(l) 

その他の発疹症 28 1(3.6) ECH022(1) 
-..  - ・- -』し

無 菌性髄膜炎 128 61(50.8) MUMPS(l), ECH030(58), ECH09(2) 

その他の疾患 34 3(8.8) EVUT(2), HSVl(l) 

A 9二 計 648 213(33.0) 
~ - - 9- - - - --•~--

SAT6; A群溶連菌T-6型， IVAHl;ィンフルエンザウイルスAソ連盟， CVA-6；コクサッキーウイルスA群6
型 HSVl:単純ヘルペスウイルス 1型 AD-UT:アデノウイルス型不明， EVUT:エンテロウイルス型不明， VP
：腸炎ビプリオ菌， EC:病原性大腸菌， SAL:サルモネラ菌， CJ:キャンピロハクタージェジュニイ菌，

（ ）内は数
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m)集団かぜ及びワクチン後無菌性髄膜炎患者調査

表3 集団かぜ邪及びMMRワクチン関係検査実績

疾患群 集団かぜ MMRワクチン 計
▲・ 

被 検者数 68 名 4 名 72 名．， 

病 原診断 インフルエンザAソ連型 ムンプスウイルス
43 名

病原診断率
（決定内容） 41 名 2 名

(59.7%) 
．． 

IV)食中毒残留抗生物質検査

表4 食品中残留抗生物質検査実績

検査対象抗生物質名 検体名

クロルテトラサイクリン 鶏肉

マガモ肉

はちみつ

小計

スビラマイシン 鶏肉

数一

3

2

2

0

3
ー

件

マガモ肉 2 

はちみつ 5 

小計 10 

タイロシン 鵡肉

マガモ肉

はちみつ

小計

エリスロマイシン

（参考）

1.簡易法

抗歯性物質（直接法）

抗菌性物質（抽出法）

2.系統別推定法

マクロライド系

サルファ釘l
テトラサイクリン

ペニシリン系

アミノ配糖体系

鶏肉

3

2

5

0

3

 

ー

マガモ肉 2 

はちみつ 5 

小計 10 

合計 50 

鶏肉

マガモ肉

鶏肉

マガモ肉

3

2

3

2

 

はちみつ

はちみつ

はちみつ

はちみつ

はちみつ

5

5

5

5

 

合計 35 

マガモ肉、鶏、はちみつからはクロルテトラサイクリン、

スピラマイシン、タイロシン、エリスロマイシンは検出され

なかった。また、マガモ肉、鶏肉から抗菌性物質は検出され

ず、はちみつからマクロライド系、テトラサイクリン系、ベ

ニシリン系、及びアミノ．配糖体系の抗生物質、またサルファ

剤は検出されなかった。
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V)伝染病流行予測調査

表 5 流行予測調査実績

事業区分 調査地区 調査対象 調査年月 検体数 検査成績

平成3年6月 25 4.0 

日本脳炎 豚
7月 122 2.5 月平均

県内各市町村 8月 99 446 11.5 陽性率
感染源調査 （生後6~8カ月）

9月 100 12.0 （％） 

10月 100 12.0 

インフルエンザ
県内 域

インフルエンザ様 平成3年10月～
68名 Aソ連型41名

感染瀕調査 患者 平成4年3月

ポリオ

市 I I I 215名
I咆 80.2l 免疫

秋 田 0~59オ 平成3年9月 II型 95.5 保有率
感受性調直

Ill刑 70.8 (%) 

3)理化学部

I)食品関係検査

表食品試験実績

例年実施してきた検査のほか，フグ（ヒガンフグ）の

毒性検企を行った．

検 査 項 目

| | 有機スズ品 名 検体数 貝 毒

下痢性 麻痺illl̂
フグ毒 PCB 坑菌剤 残留農薬 仕合物

魚介類 65 24 5 19 2 10 5 
’〒'―

口―-万5I I 5 
肉 類 10 

計 75 24 5 19 2 15 !I , I 

注：坑菌剤（オキサリン，スルファジメトキシン，ナイカルバジン）

残留農薬 (BHC，総DDT, トリン剖，ヘプタクロール）
有機スズ化合物（トリプチルスズ， トリフェニルスズ）

ll)有害家庭）1］品閃係検杏

乳幼児着用の衣類等および一般家庭で使用するエアー

ゾール製品などについてホルムアルデヒド，メタノー

表 l ホルムアルデヒト検査

ル，テトラクロロエチレンおよびトリクロロエチレンの

検出の有無について検査を行った．

品 名

検体数

部位別検体数
ニE
具

5

9

J
 ロ口

幼

□
□
着

5

1

3

乳

＿

［

れ
け

5
-
2
0
-

だ

ロ
め―

-

5

-

22
 

しゞ
／
 

ぉ
ヵ

表2 メタノールおよびテトラクロロエチレン， トリクロロエチレン検査

メタノール

家庭用エアーゾール製品
または家庭用洗浄剤

10 

テトラスロロエチレン
トリクロロエチレン

10 
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m)地熱開発地域璃境調査（継続）

前年度に続き，八幡平地区及び小安，秋の宮地区の温

表 1 地熱開発地域環境調査（八幡平地区）

温度
PH 
湧出量 蒸発残留物 電動度

（℃） (f! /min) (mg/ R,) (μs/cm) 

蒸の湯
81.7~ 2.28~ 399~ 907~ 

85.5 2.69 999 2540 

赤 /II 49.0 
2.83~ 68~ 442~ 780~ 

2.85 115 488 929 

澄 /II 85.5~ 2.08~ 8~ 1745~ 3790~ 

（酸の湯） 88.1 2.16 13 2453 4080 
→ ^ 

澄 JI! 63.4~ 3.40~ 12~ 550~ 564~ 
（鉄の湯） 70.5 3.52 15 683 704 

銭
JI Ii , 39.3 8.28 446 558 

銭 } l | 28.8~ 6.50~ 206~ 273~ 

（岩の湯） 32.6 7.52 298 358 

銭 JI I 94.0~ |7.97~ 928~ 1023~ 

（間欠） 99.2 8.22 1035 1204 

銭 /II 89.0~ 7.76~ 912~ 981~ 

（川原） 90.2 7.9,1 i ！ 1001 1085 

大 沼
47.8~ 6.88~ I 269~ 324~ 
49.7 6.95 295 335 

志 張
39.3~ 8.19~ ， 動力揚湯 I 268~ 347~ 
44」 8.40 337 434 

表2 地熱開発地域環境調査（小安、秋の宮地区）
~ 
i ~ 温度

PH 
湧出量 蒸発残留物 屯動度

（℃） (e /min) (mg/£) (μ s /cm) 

奥 :I 72.8~ 5.60~ 7~ 1012~ 1193~ 77 1 6.03 8 1051 1360 
↓・

児：明 58.4~ 2.29~ 8~ 590~ 835~ 

62.3 3.06 16 1152 2420 

小 椋
70.0~ 2.37~ 12~ 863~ 1647~ 

75.9 2.54 17 1158 2120 

いこいの村
72.6~ 9.15~ 60~ ！ 133~ 136~ 

73.1 9.32 66 149 144 

多郎兵衛
97.3~ 8.96~ I 860~ 1120~ 
97.7 9.12 933 1148 

鶴泉荘
60.4~ 7.53~ 726~ 699~ 

81.6 7.94 793 942 

大 湯
100.3~ 9.23~ 833~ 1019~ 

100.6 9.26 844 1107 

鷹の湯
63.4~ 7.37~ 1027~ 1799~ 

69.2 i 7.69 1213 2070 

97.3~'9.33~ 
地熱センター

1174~ 1318~ 

98.3 9.53 1200 1446 

稲 仕
64.8~ 3.53~ 680~ 100~ 177~ 

72.6 3.56 810 120 196 
---

泉を対象に地熱開発による影孵について調査を行った．

調査結果を表 1,表2に示す．

硫酸イオン 塩侶勿イオン 硫化水素 ヒ素 フッ素 ホウ酸

(mg/ fl,) (mg/£) (mg/£) (mg/ R,) (mg/ R,) (1ng/ fl,) 

231~ 
ND ND ND 

14~ 
ND 

578 37 
→← 

218~ ND~ 
4 
ND~ ND~ 7~ 

241 5 0.16 0.11 14 

837~ 
ND ND 

0.22~ 44~ 

llOO 
ND 

0.41 46 

197~ 0.07~ 9~ 

251 
ND ND ND 

0.10 11 

62 43 ND 0.85 1.85 46 

42~ 17~ 0.15~ 0.91~ 18~ 
ND 

49 34 0.53 1.14 41 

112~ , 194~ 
ND 
3.10~I 4.18~ 226~ 

120 254 4.40 4.39 261 

107~ 189~ 
ND 
3.90~ 3.69~ 225~ 

1 12 254 
l ， 
4.30 4.11 256 

3~ 
ND ND 

0 16~ 7~ ， ND 
0.39 13 

42~ 46~ ； ND 0.37~ 1.46~ 42~ 

45 56 0.47 1.60 47 

硫酸イオン 堀慟イオン 硫化水索 ヒ素 フッ素 ホウ酸

(mg/£) (mg/ JJ,) (mg/£) (mg/ R,) (mg/ R,) (mg/ e) 

152~ 287~ 33~ 
ND 
0.60~ 6~ 

158 296 36 0.64 10 

268~ ND~ 
ND ND 

10~ 

566 6 
ND 

27 

456~ ND~ 1~ 24~ 

598 6 I 7 
ND ND 

31 

IO~ 
ND ND 

0.22~ 2~ 

12 
ND 

3 0.38 

124~ 213~ 0.11~ 2.41~ 11~ 

135 24 1 
ND 

0.17 2.55 12 

93~ 142~ 
ND 
0.06~ 1.50~ 9~ 

111 182 0.13 1.81 11 

105~ 210~ 
ND 
0.05~ 2.70~ 11~ 

111 211 0.10 2.89 13 

33~ 472~ 
ND 
0.15~ 0.71~ 11~ 

50 535 0.16 0.81 13 

156~ 276~ 0.10~ 4.24~ 13~ 
ND 

164 308 0.11 4.33 15 

41~ 
ND --I i 

0.09~ 3~ 

46 
ND ND 

0.39 4 

注ーND:フッ素<O.lppm，塩化物イオン<5.0ppm,硫化水素<0.2ppm, ヒ素<0.03ppm
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IV)廃棄物関係検査 V)飲料水関係検査

表廃棄物関係検査実績 表飲料水関係検査実績

検 体 名 検査項目 件数 検 体 名 検査項目 件数

一般廃棄物最終処分場
PCB 22 

放流水

給水栓水 クロロニトロフェン 6 

トリクロロエチレン 37 

産業廃棄物最終処分場
PCB 4(2) 

周辺の底質

井戸水 テトラクロロエチレン 37 

1, 1, 1ートリクロロエタン 37 

産業廃棄物最終処分場
PCB 6 (3) 

周辺の土壌

8 PCB 
産業廃棄物最終処分場

トリクロロエチレン 8 
周辺の地下水

テトラクロロエチレン 8 

PCB ， 
汚 泥 トリクロロエチレン 14 

Iテトラクロロエチレン 11 
・-・・ PCB 

3 

もえがら トリクロロエチレン 3 

テトラクロロエチレン 3 

PCB 8 
産業廃棄物最終処分場

トリクロロエチレン 7 
放流水他

テトラクロロエチレン 7 
．．  

（ ）内は全量試験件数
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4)生活科学部

1.母子衛生関係

I) (1)先天性代謝異常スクリーニング

平成3年度の実施状況は，表1• 2 • 3のとおりで，

7,564名の検査を行い， 精密検査を依頼したものは9名

(0.12%)で検査の結果は，フェニールケトン尿症の患児

表 1 先天代謝異常検査実績表
. 

月 医療機関数 受付件数

2名を発見した．

II) (2)神経芽細胞腫スクリーニング

平成3年度の実施状況は，表4• 5のとおりで， 8,719

名の検査を行い，精密検査を依頼した者は7名 (0.08%)

で検査結果3名の患児を発見した． （表6)

検 査 結 果

正 常 疑陽性 陽 性 保 留

4 32 604 604 

゜ ゜ ゜5 32 653 652 

゜ ゜
1 

6 32 612 611 1 

゜ ゜7 32 697 695 2 

゜ ゜ー、

8 30 692 691 

゜
1 

゜， 33 666 665 

゜
1 

゜10 32 673 672 

゜ ゜
1 

1 1 31 594 592 2 

゜ ゜/•• 

12 31 550 549 1 

゜ ゜1 31 660 658 1 

゜
1 

2 33 564 563 

゜ ゜
1 

3 34 599 597 

゜ ゜
2 

計 7,564 7,549 7 2 6 

表2 再検査内訳件数表

月 受付件数 His Met Phe Leu Tyr GAL ボイ TSH O1 H7 P 鴨 鶉 哺乳 霜 韓 ヌケ その他 ＜計＞トラ

4 604 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
， 2 
゜゚ ゜゚ ゜

3 

゜
14 

5 653 

゜
（） 

゜゚
2 1 

゜
8 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
11 

6 612 

゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜
12 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
14 

7 697 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚
16 

゜゚ ゜゚ ゜゚
2 

゜
19 

8 692 

゜゚
1 

゜
2 

゜゚
11 2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
16 

， 666 
゜゚

2 

゜
2 

゜゚
， 1 
゜゚ ゜゚ ゜

1 

゜
15 

10 673 

゜゚ ゜゚
3 1 

゜
23 4 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
31 

1 1 594 

゜゚ ゜゚
3 

゜゚
25 

゜゚ ゜゚ ゜゚
1 

゜
29 

12 550 

゜
l 

゜
1 1 2 

゜
13 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
19 

／／マ

1 660 

゜゚ ゜゚ ゜
1 

゜
13 2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
16 

2 564 

゜゚ ゜゚
2 

゜゚
13 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
15 

3 599 

゜゚ ゜゚i 
2 1 

゜
20 3 

゜゚ ゜゚ ゜
1 

゜
27 

31 

・: ----

計 7,564 

゜
3 1 18 6 

゜
172 15 

゜゚ ゜゚ ゜
8 0 226 
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表3 保健所別受付件数表

H. C 送付機関 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

大館保健所 4 79 92 66 95 104 85 103 91 67 98 110 84 1,074 
．． 

鹿角支所 1 26 28 24 26 32 29 23 21 29 32 25 27 322 

鷹巣保健所 3 37 54 48 51 39 59 38 46 37 42 37 57 545 

能代保健所 5 90 86 96 125 112 98 119 83 72 93 75 72 1,121 

秋田保健所 19 343 362 346 366 369 372 360 332 322 367 297 335 4, 171 
•• 

男鹿支所 1 14 17 10 12 10 7 14 ， ， 10 ， 11 132 
五城目支所 1 15 14 22 22 26 16 16 12 14 18 11 13 199 

く計＞ 34 604 653 612 697 692 666 673 594 550 660 564 599 7,564 

ー表4 神経芽細胞腫スクリーニング受付件数 （平成3. 4~4. 3) 

4 5 6 7 8 ， 10 11□2 1 2 3 総計
← - --

大館保健所 51 49 39 57 34 60 61 46 34 35 46 66 578 

鹿角支所 21 23 20 39 22 22 26 I 17 29 26 31 31 307 

小~t 72 72 59 96 56 82 87 63 63 61 77 97 885 

鷹巣保健所 31 24 20 20 18 19 26 16 28 17 26 35 280 
- 9 -I 

能代保健所 50 35 52 77 49 54 43 50 53 60 57 99 679 

秋田保健所 253 164 201 223 197 221 171 208 246 184 239 273 2,580 

五城目支所 23 28 15 42. 22 27 31 13 27 27 33 30 318 

男鹿支所 18 28 35 26 21 22 15 

「2731158| 1 i 28716 9 3 
22 21 28 266 

小計 294 220 251 291 240 270 217 233 293 331 3,164 
. ・ , .、一

本荘保健所 89 78 82 92 66 80 101 101 92 88 1,020 
~ 9' 

大曲保健所 85 78 53 79 68 75 66 70 71 77 77 93 892 

角館支所 30 24 11 24 18 20 31 19 21 26 29 24 277 
~一

ー~

小計 115 102 64 103 86 95 97 89 92 103 106 117 1,169 

横手保健所 70 63 50 58 60 65 55 71 90 104 82 80 848 
-~ •一 9 - - - ~ ~ 」~

湯沢保健所 68 65 45 56 42 53 62 53 52 63 63 44 666 

県外 4 

゜
1 

゜
1 

゜゜゜゜
1 1 

゜
8 

総 計 793 659 624 793 618 718 688 655 740 743 797 891 8,719 
--~~-
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表5 神経芽細胞腫スクリーニング再検査依頼件数 （平成3. 4~4. 3) 
…← 

4 5 6 7 8 ， 10 1 1 12 1 2 3 総計
大館保健所 1 1 1 1 3 1 I 2 1 4 

゜
2 18 

鹿角支所

゜
1 

゜
2 

゜
1 1 

゜
1 1 1 1 ， 

小計 1 2 1 3 3 2 2 2 2 5 1 3 27 

鷹巣保健所 1 

゜
2 

゜
1 

゜
3 1 3 

゜゜
2 13 

能代保健所 1 1 1 4 1 1 3 

゜
1 2 3 6 24 

秋田保健所 14 10 ， 22 8 14 6 21 25 11 12 11 163 

五城目支所 3 

゜
1 2 

゜
3 3 

゜
2 

゜゜
1 15 

男鹿支所 1 

゜゜
2 

゜
3 

゜
1 

゜
2 2 2 13 

小計 18 10 10 26 8 20 ， 22 27 13 14 14 191 

本荘保健所 4 3 3 5 2 5 3 3 3 8 1 5 45 

大曲保健所 7 3 2 5 2 1 4 4 7 4 2 1 42 

角館支所 l 3 

゜
3 

゜゜
2 1 

゜゜゜
1 11 

小計 8 6 2 8 2 1 6 5 7 4 2 2 53 

横手保健所 o I 1 I 5 

゜
3 2 6 4 11 1 3 37 

湯沢保健所 4 4 3 3 

゜
2 1 3 5 2 4 1 32 

県外

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜→一

総 計i 37 27 23 54 17 34 29 42 52 45 26 36 422 
一一 -- ・------→  

表6 平成3年度神経芽細胞腫症例

No. 生年月日
性女 ^ ̀  ― ▲ i 月6 令• • -

V MA  l-I VA  原発部位 病 期
- ～ ～ 』・ -

1 H 3. 3. 6 157.9 117.9 肝臓表面 IV S 

2 H 3. 2. 3 女 8 44.7 63.7 右左 後副 縦腎 隔 IV a 
~ ーウ •~ 

3 I-I 3. 8. 2 男 7 116 3 73.0 右 訓 腎 IV a 

※ VMA.HVA 単位μg/mgクレアチニン
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2調査研究実績

微生物部
(1) 細菌・真菌関係

1)カンピロバクター食中毒予防のための検食の保管管

理方法に関する調査研究（継続）

目的： C. jejuniは下痢症の重要な原因菌であり散発

例のみならず食中毒事例も数多く発牛している．特に学

校給食などの大規模な給食施設の食中毒の原因として

C. jejuniが最も多い．しかし， そのほとんどの事例で

原因食品が判明していない．このことから検食に注目し

その適切な保管管理方法を検討することにより原因食品

を持定し，ひいてはカンピロバクター食中毒の予防に役

立てることを目的とした．

材料・方法：各種調味料，各種バッファーに C.jejuni 

を接種し 4℃, -20℃に保存したものなどを検体とし，

プレストン培地で菌数の定量をした．

結果：詳細は本誌 (P71)で報告する．

2)鶏卵のサルモネラ菌汚染防止と鶏卵の保管管理方法

の確立に関する調査研究（I.汚染防止について）

目的： 1989年から今国的に鶏卵が原囚と推定されるサ

ルモネラ・エンテリテデスによる食中毒事件が多発して

いることから本県の鶏卵生産販売関係者を指導する目的

で，本庁関係各課と協議し，秋田県舒済連鶏卵 GPセン

ターから出荷される鶏卵のサルモネラ菌による汚染実態

と鶏卵の中にサルモネラ菌が佼入する要因について調百

研究を行った．

材料：乾燥プイヨン， EEM培地，セレナイトシスチン

培地， DHL培地；サルモネラ菌の 1次培菌， 2次増菌並

びに分離に使用した．

洗浄卵； GPセンターから市場に出他直前の鶏卵

原卵；鶏が生んだそのままの卵（洗浄卵，原卵共に破

卵除去検査済）

塗布鶏糞；当所において血球採血用飼育鶏か排便して

から 24時間以内に採取した．

塗布菌；サルモネラ・エンテリテテス菌を普通プイヨ

ン培地 10mlで37度C,24時間培養した．

3％次亜塩索酸ナトリウム， 3％クレゾール石鹸液，

90％アルコール酒精綿：菌又は鶏糞を塗布した鶏卵殻表

面の‘消毒に使用した．

方法：鶏糞又は塗布菌を卵殻表面に塗布後， 25度Cと

4度Cにそれぞれ保管した．塗布後5日目から 1-2日間

隔で 2週間鶏卵内容物を検肖した．検西方法は，塗布印

卵表面を消毒洗浄後無菌的に内容物を取り出し，サルモ

ネラ菌検査の公定法に従って検査した．尚菌又は鶏糞の

塗布部位は，鶏卵表面の上部（気室有り）と下部にし

た．

結果： ①GPセンターから出荷直前の鶏卵 450個の内

容物と卵殻について検査したところ，サルモネラ菌や，

他の腸内細菌は検出されなかった．②サルモネラ菌を浮

遊した生理食塩水を鶏卵表面に塗布した場合も， プイヨ

ン液を鶏卵表面に塗布した場合も，いずれもサルモネラ

菌の卵殻内への侵入は認められなかった．しかし， プイ

ヨン液を塗布した上にサランラップを置いた条件下で

は，サルモネラ閣の侵入が認められた．菌が侵入した鶏

卵個数は， 4度C保管群よりも常温保管群に多かった．

サランラップの代わりに湿ったガーゼを置いた時にも，

サルモネラ菌の侵入が認められたが，侵入鶏卵個数は，

サランラソプをかぶせた群よりも少なかった． （表―1)

③鶏糞に大量のサルモネラ菌を混入し鶏卵表面に塗布し

た結果，塗布処理後 10日目までは鶏卵内容物から細菌

が全く検出されなかったが， 14日日には，サルモネラ

菌， クレブシェラ菌，アウェロモナス菌，エンテロバク

ター菌等の細菌が鶏卵内容物から分離された．しかし

17日目に検査した鶏卵内容物からは，サルモネラ菌のみ

が検出され｛也の細l社は全く検出されなかった．又，塗布

部位と温度を変えても，サルモネラ 1打の侵人率に大差は

認められなかった． （表ー2)考察： ①各養鶏場から搬送

された知卵は，鶏卵GPセンターにおいて常法処狸(;t

量肉眼による破卵除去，洗卵，乾燥，血卵除去，機械

による破卵除去，等級別パック）後出荷され，消費され

るまでの期間は GPセンターから出荷される鶏卵総数か

ら推測すれば（約／14万個／日）約2週間と考えられ

た．又，搬送中の1試度はすべて常温であった．②ただ単

純に菌液を塗布しても卵殻内に侵入しないサルモネラ菌

か，菌液を塗布した上にサランラップと湿ったガーゼを

置いた条件下では侵入が認められた．このことは保管中

の卵殻表面に，水滴とサルモネラ菌が長時間同時に付着

した条件下では，簡単にサルモネラ菌が伝人することが

推測される．サランラップの実験は，ガーゼによる実験

と対比させ，卵殻表面上の水分変化によるサルモネラ菌

の侵入状況を見るための実験であった．平成4年度は菌

液を塗布し， ドライヤーて乾燥後サランラップを阻いた

実験や，卵から卵への感染が認められるかどうかも実験

したい．又正常な鶏卵にサ）レモネラ菌が侵入する割合

は，塗布鶏糞の性状，塗布伯量，卵祓性状，鶏卵の鮮度，

鶏糞付着期間，卵殻表面の水分量，鶏卵保管温度等によ

り異なることが椎測されるので諸条件を統一＾し実験を

行って，よりよい鶏卵の保管管理方法を確立したい．
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表1 サルモネラ菌の侵入要因と侵入率（％）

AIB CID  EIF  

OI OI OI OI O 

1 0 | 0 | 0 | 0 | 0 
* 6個／10個（％）
A:即個／0.1叫生理食塩菌液
B : 102個／O.lmf生理食塩菌液
C : 103個／O.lmf生理食塩菌液塗布直後乾燥
D:即個／O.lm£生理食塩菌液塗布直後乾燥
E:サルモネラ接種後37度C24時間培養プイヨン液
F:サルモネラ接種後37度C24時間培養プイヨン液塗布
後卵白を塗布
G:サルモネラ接種後37度C24時間培養プイヨン液塗布
後サランラップ趾＜

H:サルモネラ接種後37度C24時間培養プイヨン液塗布
後湿ったガーゼを置く

鶏糞付着とサルモネラ菌の侵入率（％）

要因IA ~ | B 9 9 , 

度

度
9 『 9

* 3個／15個（％）
A:原卵上半分に塗布 B ：原卵下半分に塗布
C ：洗浄卵上半分に塗布 D ：洗浄卵下半分に塗布

3)秋田県内の病院で分離された，病原大腸菌疑い株の

病原性，及び血清型別調査（継続）

日的：ヒトに下痢を起こす病原大腸歯としては従来か

ら腸管病原性大腸菌 (EPEC),腸管毒素原性大腸菌

(ETEC), J揚管組織侵人性大腸歯 (EIEC)が知られてい

る．一方，腸管出血性大腸菌 (EHEC)は比較的最近総

識された病原大腸菌であるが，一昨年本菌を原因とする

集団中毒事｛’卜が埼玉県で発生してから俄かに汀目され

た．

秋田県内ではこれら病原大腸菌の分布に関する知見が

ほとんどなかったことから，平成2年2月，秋田市内の

下水を対象として病原大腸伯の分布調杏を丈施した結

果， EPECの存在か確認された．

今年度は，秋田県内の病院から病原大腸菌疑いとして

提出された大腸菌株について，病原竹，及びlfll泊型別謁

査を実施した．

材料：平成3年4月から 12月まで，病院から病原大腸

菌疑い，及びEHEC疑いとして提出された大腸菌株36

件について血泊型別，及び病原性試験を実施した．

)j法：提出された 1閲株に対し，市販の血清キットを使

用してスライド凝集法により O型別を，試験管内凝集法

により H型別をそれそれ行い， Ewingらの方法により

生化学的性状を検査した．生化学的性状が大腸菌のもの

と致し， r（Il泊型か決記された菌株につき病原性試験を

実施した．すなわち，易熱性毒素（LT)の産生性は市販

のキット (VETRPLAデンカ生研）により，組織侵入性

はコンゴレッド取り込み試験により，また Vero毒素

(VT) の産生性は Vero細胞の変性を指標とした培養法

によりそれぞれ試験した．更に， PCR法により LT,耐

熱性毒素（ST),VTの各産生遺伝子，及び組織侵入遺伝

子の存否を同時に試験した．

結果及び考察：平成3年4月から 12月までに表 lに

示す血清刑の大腸圏が得られたが， これらの菌株の中に

LT, STの産生能，及び産生遺伝子，またコンゴレッド

取り込み能，及び組織侵入遺伝子を保有するものはな

かった．このことは， いずれの菌株も ETEC, EIECで

はないことを示していた．一方，血清型0128:H2,018: 

NM, 0111:H21, 0126:H27の合計7株はその血清型にも

とづき EPECと同定された．血清型0157は， EHECの

代表的血清型であるが，今回0157:NMが1株， 0157:H7

が4株分離された．このうち 0157:NMはVTの産生能

を有せず， VT産生遺伝子も保有しなかったため EHEC

とは同定しなかった．これに対して， 0157:mは4株共

にVT産生遺伝子を保有し，実際に VTを産生すること

が確認されたため EHECと同定された．

近年， ETEC,EIECの血清型を持つ大腸菌が，必すし

も齋素産生能，組織侵入能を有さないことが認識されて

きている．このため，病原大腸菌の同定に際しては，毒

素産生能などの病原因子を確認することが不可欠であ

る．実際我々か今回実施した調資においても， 020:Hll

という ETEC血清型の株はLT, 及びSTの産生遺伝子

をいずれも保有していなかった．）Jllえて，今回分離され

た0157:NMにはVTの庄生能かなかったことから，

EHECの同定においても病原因子である VTの産生能

を確認することか必要であると考えられた．病原因子の

うち LT,及びSTの産生能は市販のキットを使用し，

VTの産牛能は Vero細胞の変性を指標とした培養法に

より，また組織侵入能はコンゴレッド取り込み試験， も

しくはモルモットを使用したセレニー試験によりそれぞ

れ確認する必要かあるため，従来，柘原因子の確認は時

間を要する作業であった．今回我々は，国立予防衛生研

究所で村］発した PCR法を導入したが， この力法は LT,

ST,及びVTの産生遺伝子，及び組織侵入遺伝子を全て

同時に検出する方法であり，検査のi爵便性，信頼性か飛

躍的に向上した．一方， EPECの病原因子は， Adher-

ence Factorが関与するとの報告はあるものの，未だそ

の実態か明らかにされていない．現在， EPECの同定は

血清型別によっているが，今後， EPECの病原因子が遺

伝子レヘルで解明され， PCR法などの簡便確実な検査

法が実用化されることが望まれる．

以上述べてきたように，今回の澗西では病原大腸歯の
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うち EPECとEHECが確認されたが， ETECとEIEC

は確認されなかった． ETECは海外旅行者下痢症の患

者から比較的高率に検出されることが知られているが，

県内では感染者の発生はほとんど確認されていない．

EIECに関しても，山形県において集団感染例が発生し

ているものの，本県においては感染例は知られていな

ぃ．これに対して EPECは昨年の調査で，生活環境中の

下水に存在することが確認され，今回の調査では実際に

下痢症患者から分離されたことから，既に我々の周辺に

侵襲していることが推察される．幸い， EPECが感染し

た場合の症状は比較的軽症であるが， ETEC,EIECに感

染した場合はコレラ様，赤痢様の下痢がそれぞれ発症

し，共に重篤となる場合が多いことが知られている．実

際，山形県で発生した EIEC0161:NMによる集団例では

死者も発生している．このため，今後も調査を継続し，

秋田県内における病原大腸菌の動向を掌握する必要があ

るものと考えられた．なお， EHECは，今11，1，秋田躾内

で初めて確認されたのでその詳細について本誌 (P43)

で報告する．

表1 分離した大脱歯株の血楕型、及び病原性

胤l消型分離数 LT産生性 ST産生性組織侵入fI:VT産生性(VT1VT2)分類

01:NM 1 

00: Huk 

015:H!O 

015:Huk I 

018: H42 
018:NM 

020: 1-111 2 
⑬:1-luk 1 
⑱:Huk 

0111: I-l21 

0115:NM 1 

OJ扮：H2l I 

0]沿：｝iZI I 

0以：Huk 1 

01笏：I-l2 3
01沿：t151 l 

OJ侶：Huk I 

01侶：Huk1 

015.'l: I位12 

0157: I-f/ 3 

0157:H7 I 

0157:NM 1 

0100: ml 1 

Ollll:NM I 

Ollll:Huk I 

EPEC 

EPEC 

RPl,:C 

EPEC 

t (VT! H1'2+) EIIEC 
-(V'『2ナ） Ell：：じ

NM：運動性ー、 uk:unknown 

4)細菌性伝染病の予防に関する調査研究（継続）

目的：ヒトに病原性を有するビプリオ属細菌として，

コレラ菌 (01V. cholerae），腸炎ビプリオ (V.parah-

emolyticus), NonOlV. cholerae, V. fluvialis, V. 

mimicusが知られている．本菌属の県内侵淫動向を把

握する目的で 1985年4月から秋田市の生活環境内にお

けるこれらの細菌の分析状況を調査してきたが， 平成3

年度も引き続き調査を実施したので報告する．尚調査筒

所は中央流域下水道、秋田下水道処理場，秋田港，雄物

川河「lの4地点である．

検査材料と方法：海水，汁闘水泥，河川水，河川泥，下

水の 5種類の検体についてpHを8.8に調整したペプト

ン水で 1次増菌後，さらにアルカリペプトン水とモン

スールペプトン水で 2次増菌を行った．又分離焙地に

は， TCBS寒天培地， BTBテーポール寒天培地，ビプリ

オ寒天培地， PMT寒天培地を併用した．尚， 菌の同定

はビプリオ属検杏の公定法に従った．

結果：平成3年度における検出成績は表 1のとおりで

ある．又腸炎ビプリオの血清型別を表 2に示した．本圏

属検角方法において、脱炎ヒプリオ歯の耐塩性テストの

結果か使用培地により異なることか判明した。標準菌株

を使用し県内保健所細菌担当者と協同で検討を行った結

果ポリペプトンを使用すれは判定結果か一致した。

表2 V.parahaemolyticusのO:K型けlj（平成3年度）

検 体 I o: K型別（n）

04:K6(1) 

海水 |04 : K30 (1) 

011: KUT (6) 

0 2 : KUT (2) 011 : KUT (2) 

海水（泥） I O 2 : K 3 (1) 010 : KUT (2) 

011 : K36 (l). 0 1 : KUT (2) 

0 8 : K 6 (1) 0 8 : K41 (1) 

0 4 : KUT (2) 0 1 : K 1 (1) 

下水/0 2 : KUT (1) 010 : KUT (1) 

0 1 : K38 (2) 010 : K19 (1) 

08 : KUT (1) 

n ：菌株数 KUT:K型別不明
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表 1 平成3年度病原ビブリオ検出成績

三：lc:CV]]::feIV]::I:]1:]口□I::I□~Vm
H 3 | 11 ! ! ] 6 

` : ^l▼ 6 --]-1 01 

H3 
I -

8
 

OlVC: NonOlV,cholerao 

10 

5
 
15 

，
 
3
 
2
 

24 
ー． 4 

11 ! 5 
！ 

VC: OlV,cholerae VP: V,parahemolyticus Vf :.fluvialis Vm: V,mim,cus 

5)環境からのサルモネラ分離調査について

日的：食品や環境におけるサルモネラの高度な汚染と

I翡型の多様化を背累として現在でもサルモネラによる散

発性下痢症や食中毒中例が数多く発牛している．このこ

とから，生］舌環塙の汚染指標として存lilと考えられる河

川水，ート水などの水系環塙におけるサルモネラの汚染状

況を把脚し本県におけるサルモネラ感染症の予防に役立

てる．

材料：年4回秋田巾内の河川 3地点と下水処罪場3カ

所に 5日間浸泊したタンポンから絞りたした水とタンポ

ンを検体とした．

方法：図 lの方法て行った．

結果：表 lのとおりである．

表 1 閲境からのサルモネラ分離成粕（平成3年度）

検

河

ト^

計

体

) | | 

名

水

水

被｛1-数

48 

24 

72 

阻付数（％） 歯型数---------
16(33.3) 6 

7(29.2) 11 

23(31.9) 13 

- ------ -----・・ —··· -・ ・--・・--・-・ -... -
菌株数 上娑菌型（％）

20 I 08 ; z10; e,n,x (27.8) 

l_(i__J 04 ; i ; 1, 2 (19.,1) 
36 I 04 ; d ; 1, 7 (13. 9) 

6) Campylobacter」e」uniの血清型別調査について（継

続）

日的：食内など牛活環塙内の高度な汚染を背贔に C・

Jejuniによる食1|1森事例や散発性下刷抗が数多く発生し

ている．このことから，食中占や散発性下痢杭患者分離

株の血‘hl賃j別を行いカンピロバクター感染捕の疫学に役

立てる．また，カンピロバクター血清印レファレンス・

サービス市業として他地研からの邸別依柏を受け付け

た．

材料：当所分離株9株，秋田県内の病院から分けされ

下水・河JII

I 

タンポン
(5日間浸漬）

I 

しはり出し

□_—__J____---
下水・河）1|水 タンポン

I I 

6()叫 ハサミで細く切る

I I 
変庄セレナイト焙地 変法セレナイト培地
| (140叫） Ic2oomn 

37℃ 24hr _ ,  37℃ 24hr 
I‘¥¥  / I 

37℃ 48hr、¥ / /37℃ 48hr 
¥、¥¥:¥//  

分離培低
SS寒大(2枚）
37℃ 24hr 

I 

疑わしいコロニー釣菌

I 

確認培投

I 

血泊学的検否

図 l サルモネラ検否法

た 221 株， ~I 230株．また，仙台市術研及び岩手衛研か

ら）i］別依頼のあった 39株について刑別を行った．

方法：「カンピロバクター血清刑別ヽンステム聞発に閃

する研究」研究班件製の型別用血清を川いたスライト凝

恥法で行った．

結果：表!, 2のとおりである．
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表1 血清型別成績（平成3年度）

血清型
株 数

散発事例 下水由来 計

LIO 1 ， ， 
4 19 1 20 

10 

18 

30 1 1 

言 1----1-------・・--・・!口：
11 

15 

33 

39 

49 

4
 

13 

4
 

1

3

 

ー
--····----···----···----r··---···---.... ――ー●●●●―――●●●●---•••-•--•••---••••--―●●●●---•••--•-•••---...

LIO 5 
6

7

,

 
ー

5
 

4
 

ー

5
 

5
 22 

501 1 - 1 
-··iro·-亙―---|..---······-}--·-···--·-···---••••二...---.....--•••---·:·+···---··

26 

28 

36 

53 

60 
●●● • 

LIO 17 
27 I 1 - 1 

54 I 2 - 2 

TCK 12 I 54 2 ・ 56 

TCK 13 I 4 - 4 

TCK 26 I 5 - 5 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・r-・・・・・・・・・・・a・・・・・・・・.....疇．．．．．．．二．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
LIO 6/50 I 6 - 6 

LIO 5/6/50 

型別不明

非特異凝集

合計

5

6

5

 

1 

52 

18 

225 

ー

5
 

5

6

5

 

1 

53 

18 

230 

表2 集団発生事例の血清型別成績

No. I 1 
発生年月 1991.6 
発生場所仙台市

患者数／喫食者数 36/61 
供試株数 33
血清型 LI018/19(4株）

• I LI018/(19)(29株）
依頼機関仙台市術生研究所

2... 

1991.10 
岩手県藤沢町

424/944 
6 

LI04(6株）

岩手県衛生研究所

7)溶連菌の型別調査（継続）

目的：本県に多発する狸紅熱の発生要因を明らかにす

るため，昨年に引き続き A群溶連菌の菌型 (T型）調査

を実施したので報告する．

材料と方法：平成3年度感染症定点観測調査時に採取

した検査材料（咽頭拭い液）から分離した A群溶連菌

35株について常法により T型別調査を行った．又M型

別調査は，山形県衛生研究所に依頼した．

結果：平成3年度と過去7年間の成績を表1に示し

た． 4型と 12型は全国的に多く分離されており，この傾

向は本県においても同じであった．又，平成2年度分離

した 4型の中にT・C耐性菌株が3株分離されたが，今

年度は 5株分離された． 22型は全国的に分離されてい

る株であるが，本県では，過去2回4株分離されただけ

である。一方， 18型は最近継続して分離されてきたが，

1990年の溶連菌センター別集計によれば，北海道，東北

地区で分離されたのは秋田県だけである． 18型分離患

者の疫学調査を行ったところ，患者の父は全国集計で最

も本菌型が多く分離されている関東・甲信越地方に，電

気関係業務で出張回数が多いことが確認された．又M

型別において6型はT型と M型が一致しなかったが，

他の菌型は一致した．

表1 A群溶連菌のT型別成績

型 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 計

1 3 2 1 4 3 10 6 29 

3 3 6 14 2 3 3 1 32 

4 28 13 7 20 1 3 10 15 97 

6 18 25 2 2 47 

12 35 58 15 16 13 4 ， 7 157 
13 2 1 1 4 

18 4 2 1 7 

22 1 3 4 

25 1 1 

28 5 5 2 3 1 1 17 

B 3 1 1 1 2 8 

UT 3 1 1 4 2 11 

計 83 86 40 66 54 29 21 35 414 

B : B3264. UT :型別不明

8)サルモネラ菌の，プラスミドプロファイルによる解

析方法の確立（新規）

目的： Salmonellaenteritidis (SE)は， 1989年から

1991年にかけて鶏卵を介した食中毒の原因菌として注

目を集めた． SEによる鶏卵の汚染経路を解明する際の

疫学指標としては，従来からファージ型別が利用されて
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きた．ところが， このファージ型別は国立予防衛生研究

所においてのみ実施可能な方法であるため，結果を得る

までに時間を要するという難点があった．一方，近年，

細菌のプラスミドプロファイルの解析が比較的容易に測

定可能な疫学指標として，各種の細菌の疫学解析におい

て実用に供されている．

今年度から， SEの疫学的解析方法として比較的容易

に実施可能である，プラスミドプロファイルの解析方法

を確立し，その実用性を検討する目的で以下の調査研究

を開始した．

材料： 1987年から 1991年にかけて， 散発的SE感染

者便，鶏卵， SE集団食中毒患者便などから分離され，当

所において保存されていた SEから，任意に選別した 52

株についてプラスミドプロファイルを測定した．

}」法： SEからのプラスミドの抽出はKadoらの方怯

に準じて行った．抽出したプラスミドを含む試料を

0.6％アガロースゲル中で 100V,2時間電気泳動した．

屯気泳動終了後，アガロースゲルをエチジウムブロマイ

ド(0.5μgI ml)で染色し，紫外線照射により可視化した
プラスミドを写真撮影した．プラスミド標準株としては

Salmonolla enteritidis L-156 (l.4Kb, 60Kb, 200Kb), 

E.coli K-12 W-677 NR-1 (95Kb), E.coli V-517 (2.2 

Kb, 2.8Kb, 3.lKb, 4.0Kb, 5.2Kb, 5.7Kb, 7.4Kb, 60 

Kb), E.coli K-12 J-53 R-478 NCTC50038 (250Kb)を

使l|lし，被検株と共に抽出採竹，屯気泳動を行った．

結果及び考察：表 lに今回調査した SE52株のプラス

ミド保有状況を示す．このうち 42株がファージ叩

(PT) 34, 8株がPT.1, 1株がPT9aであった． PT34の

SEは， 大半が約200Kb, 及び60Kbの2種類のプラス

ミドを保有していたが，約200Kb,95Kb, 60Kbの3種

類のプラスミドを保有しているもの，約60Kbのプラス

ミドのみ，または約200Kbのプラスミドのみを保有し

ている株も認められた． PT4のSEにおいても，約200

Kb, 約60Kbの2種類のプラスミドを保有している株，

及び約60Kbのプラスミトのみを保有している株が認め

られた．

以上の結果から，同一の SEの中にプラスミドプロ

ファイルの異なるものか存在することが示されたが， こ

のことは同一の PTのSEの中にも異なる起源に由来す

る株があることを示しており， PTとプラスミドプロ

ファイルの解析を組み合わせることにより，より詳細な

疫学的情報が得られることが示された．このように，フ゜

ラスミドプロファイルの解析は SEの疫学解析に有効で

あった．更に，ここには示していないが，食中毒の原因

閣として重要な Salmonellatyphyrnurium, 近年問題

となっている腸管出血性大ll蒻1打の疫学解析にも有効て

あった．一方， SEの多くの株が保有していた約200Kb

のプラスミドは著しく不安定であり，培養条件などの僅

かな違いにより約200Kbのプラスミドとして，また，約

60Kbと約54Kbの2本のプラスミドとして，あるいは

250Kb以上のプラスミドとして検出される場合があり，

得られるプロファイルの再現性が乏しいという難点が認

められた．プロファイルの再現性は， SEの培養に用い

る堵地のpH, 及び培養時間， 方法などを一定にするこ

とにより，相当改善される傾向があったが，更に実験条

件に検討を加え，再現性を向上させる必要があるものと

考えられた．なお，詳細については本誌 (P39)で報告す

る．

表1 Salmonella enteritidisのプラスミド保有状況

ファージ型

34 

4
 

9 a 

保有プラスミド 株数

=a 200Kb, =a 60Kb 39 

=.200Kb，ら95Kb,さ"'60Kb 1 

=a200Kb 1 

"sc60Kb 1 

""200Kb, =.60Kb 2 

号60Kb 6 

与60Kb 1 

(2) ウイルス関係

1)ウイルス感染症（伝染病）の病原分析に関する調査

研究

県内で唯一のウイルス撼染症の総合的調査研究機関と

して機能すること．以下2つのテーマについて調査研究

を実施した．

(1) 集団かぜなどの病原分析と流行分析（継続）

表 1に示した 772名について病原分析を実施した．ー

般病院から病原分析を依頼された 50名中31名は脳神経

系疾患患者であった．なかでも無菌性髄膜炎 (AM)患

者が多発しエコーウイルス 30型が分離同定された．微

生物定点観測調査では 654名中病原が検出された患者は

214名 (32.7%)であった．定点観測凋責でも AM患者

からエコーウイルス 30型か多く分離された． AMにつ

いては本誌上 (P49)に別報した．

(2) 麻疹ウイルスの性状分析に関する研究（継続）

日的： 1988年に秋田県内で分離された麻疹ウイルス株

は，すでに報告 (H.Saito et al Intervirology 33, 57~ 

60 (1992))したごとく，血球凝集能を欠き，また，サル

腎由来細胞に感染しないなど，従来の分離株とは異なた

明状を有していたが，今後の麻疹の流行性を検討する一

斑としてこれらの性状の違いを分子レベルで解析し，

変異株HA遺伝子の全構造を決定した．

材料・方法：分離株を感染させた B95a細胞より

mRNAを調製し， Gubler& Hoffmanの方法により

cDNAを合成した．得られた cDNAはEcoRIリンカー
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を介して入gtlOのアームにつなぎ，invitro packaging 

によってライプラリーを作製した． SSPEのHAをプ

ローブとしたプラークハイブリダイゼーションにより変

異株の HAを含むcDNAクローンを得た．インサート

をpUC18にサプクローニングした後，蛍光自動シーク

エンサー (ABI373A型）により塩基配列を決定した．

成績：クローニングされたDNA断片は 1947bp 

表 1 感染症の病原検索成績

検 体 採

保健所 一般病院

呼
被検患者数 68 名 10 名

吸 インフルエンザ インフルエンザ

器 ウイルスAソ連型 ウイルスAソ連型
系 診断病原 41名 6名
疾

患

被検患者数 5 名

疹性疾患発 麻疹ウイルス 1名

診断病原

被検患者数

消

化

器

系 診断病原
疾

患

被検患者数 31 名

脳 エンテロウイルス

神 (30型） 16名
経 ムンプスウイルス

系 診断病原 2名
疾 単純ヘルペスウイ

患 ）レス 1名

未同定 1名

そ 被検患者数 4 名
の
他 ・ヽ

の
診断病原

魯

ム口
被検患者数 68 名 50 名

診断病原 41 名 27 名
計 （％） (60.3%) (54.0%) 

(poly A部分を除く）で， 617個のアミノ酸からなるオー

プンリーディングフレームを含んでいた． Edmonston

株との比較では， 59個の塩基置換が認められ，アミノ酸

レベルでは 18個のアミノ酸が置換していた．特に 416

番目のアミノ酸がアスパラギン酸からアスパラギンに変

わっており，それによってAsn-Leu-Serからなる糖鎖

付加部位が新たに生じていた． Edmonston株のHA蛋

取 機 関 合 計

微生物定点観測病院 （診断決定率）

392名 470名

A群溶連菌25名，ィンフルエンザウイル

スAソ連型46名，コクサッキーA群ウイ

ルス28名，アデノウイルス 8名，エンテ
164名

ロウイルス 7名，単純ヘルペスウイルス
(35.0%) 

3名

56 名 61 名

A群溶連菌12名，麻疹ウイルス 1名，イ
16 名

ンフルエンザウイルスAソ連型1名，工

ンテロウイルス 1名
(26.0%) 

44 名 44 名

コクサッキーA群ウイルス 4名，ロタウ

イルス 5名，ェンテロウイルス 1名，単

純ヘルペスウイルス 1名，インフルエン 18 名

ザウイルスAソ連型1名，腸炎ビプリオ (41.0%) 

菌3名，病原性大腸菌1名，サルモネラ

菌1名，キャンピロパクター菌1名

128名 159名

エンテロウイルス (30型） 58名，エンテ

ロウイルス (9型） 2名，ムンプスウイ

ルス 1名
81 名

(51.0%) 

34 名

エンテロウイルス 2名，単純ヘルペスウ

イルス 1名

654名 772名

214名 282名

(32.7%) (36.5%) 
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白では 5カ所に糖鎖が付加していると報告されている

が， この分離株では 6カ所に増えていると考えられた．

また， HA蛋白分子の一次構造の解析から， アミノ酸番

号 211-214, 474号77, 599-603, の3箇所における rev-

erce turn構造が分離株で消失していることがわかっ

た．特に， 211-214の変異部分は糖鎖が隻中して付加さ

れている部分でもあった．この領域が中和抗体生産にお

ける抗原決定某となっていることを示唆する報告

(Makel註M.J. et al. J. Gen. ViroL 70, 603~614 (1989)) 

があることを考えれば， ワクチンの有効性を検討する上

でも興味深いデータと言えよう．

1989年に米囚で分離された Chicago-I株 (RotaJ. S. 

et al. Virology 188, p135~142 (1992))とのアミノ酸配

列の比較では，上記 18カ所の変異のうち糖鎖付加部位

を含む 13カ所までか一致していた．また，今回辿伝了

解析を行った以外の株(19881i1:3株， 1990年 2株， 1991

年2株）も1日j様の生物学的性状を有していた．したがっ

て，最近流行している麻疹ウイルスは，上記の変異を含

む株が優勢ではないかと考えられた．

上記の成績は欧文導門誌に投稿中である．

(3) 免疫アレルギー閃係

1)スギ花粉症の予防に関する調査研究

(1) 空中スギ仕粉飛散状況調査（継続）

秋田r|iのスギ化粉飛散状況を把脚し，スギ花粉前患者

への飛散予測仙報の提供を目的として，昭和62年度か

ら実施してきた．県内のスキ化粉飛散I礼報システム桃築

のため大館1|i，横f市でも飛散数を観測したので本誌上

(P79)に別恨する．

(2) スギ花粉特異的 lgE抗体保有凋査（継続）

前報に続き虹内の小中労生及び似i校生を対象に，スギ

-1日粉に対する特沢的な抗体保有IgE状況を凋百したの

で本誌上 (P75)に別報する．

(3) スキ花粉飛散と気象との I刈述に l½I する研究（継

続）

スギ化粉かスギ林からどのような氣象条件で旭散し，

大氣と気象のどのような条川で拡散するのかについて拡

散モテルを川いて解析したので本誌L(P57) に別報す

る．

理化学部

(1) 食品衛生関係

1)食品の栄養学的成分の調査（継続）

目的：健康との関連で注目されるようになった日常食

品の栄設成分， ビタミン，必須金属掛，重金属拭等の実

態を調査する．

A) 県内産食品中の栄投成分， ビタミン， 必須金属

旦，

渦杏対象：県内産焦介類（シラヤ，アマダイ，ヤツメ

ウナギ，アンコウ，アマエビ，ガザミ，その他7検体）

検杏項日：栄五成分（たんばく質，脂質，糖質，繊維，

灰分， コレステロール，脂肪酸）

ビタミン [V. E (a. f!. r. o-I、コフェロール）］

必須金屈（ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグ

ネシウム， リン，鉄，銅，亜鉛，マンガン）

その他の金屈（カドミウム，鉛，ひ素）

結果：資料の部 (P87)で報告する．

B) 加工食品の脂肪およひ脂肪酸組成の調資

ガILL食品 15検体について実施した．

検直北it::1：酪酸（Ceo), ヘキサン酸（カプロン酸）

(Cu),オクタン酸（カプリル酸） （C,。），デカン酸（カ

プリン酸） （C,。。）， ラウリン酸（C,,o), ミリスチン酸

(C",), パルミチン酸 (C,60），パルミトオレイン酸

(C,b l），ヘプタデカン酸 (C,u), ステアリン酸（18o), 

オレイン酸（C""), リノール酸（C,,c,), リノレン酸

(CIS J 

(2) 環境衛生閃係

1)軍金屈汚染の環境医学的調否研究（継続）

日常，手軽に利川されている栄促剖や 1ヽ、リンク剤に含

まれているヒタミンB済I]の中には，巾に，ビタミンとし

ての効用の他に，化体中の水銀に対し排泄効果を有する

Thiamine誘導体かあることは，既に報古している．

今回は以前の実験において，水銀に対しては排泄効果

を認めなかった Thiamine誘導体の Iつである S-ben-

zoyl thiamine monophosphatc (BTMP)を用いて，カ

ドミウム，鉛，亜鉛，銅，マンガン，カルシウムおよび

マグネシウムに対する排泄効果を， ヒゲ試料により検討

したところ，以卜のことか明らかになった．

① ヒヶ中の金屈談度は既に報告されている毛髪の金屈

油度より低い傾回があった．

② BTMPを7日間服）―llし，排泄効果について検討し

たところ，カドミウムについては 31::]後から排泄効果が

みられ，その効果は 8日間続いた．排泄浪度は平常｛直に

比ぺ1屯J伯で約I.7倍を示した．同様の傾向は銅にもみ

られ，その効果は 10日間におよんだ．排泄以の平均｛直
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は平常値の約1.6倍増加した．

③ BTMPによるヒゲ中カドミウムおよび銅の増加は服

用前の値に対して有意の差が認められた (P<0.0l). 

④ 鉛，亜鉛，マンガン，カルシウムおよびマグネシウ

ムには排泄効果は認められなかった．

2)県内飲料水に関する調査研究（継続）

横手盆地およひ周辺地域において，原水を形態別に分

類し，それらとマンガン溶出との関連を検討した．さら

に，環境因子として地形，地質および土壌を考慮しコン

ピュータによる考察をおこなった．詳細は報文の部 (P

65)で報告する．

(3) 衛生化学関係

1)温泉の適正利用に関する調査研究

県内の温泉水中のラドン (222Rn)浪度を各地域ごとに

調査してきている．今年度は秋田市近郊と男鹿地区の温

泉を対象に行った．その結果，五城目地区にやや高い濃

度を示す温泉があった他は比較的低濃度（lOOpci／［以

下）であり，季節ごとの変動も少なかった．

2)秋田県における放射能汚染に関する研究（継続）

県内における放射能汚染の実態を精査する目的で，県

内産の山菜中の放射能濃度を追跡調査してきている．今

年度は，これまでの調査で放射能レベルが野菜（キャベ

ツ・ダイコン等）に比べて高く，局地的差が著しいタケ

ノコ・キノコと，それらの生育基質（土壌および古木）

について1s1Csを測定した．その結果，それらの生育碁

質からタケノコ・キノコヘの移行・吸収状況は，地域に

より異なり， また，生育基質のpHの影孵を受けるもの

と推察された．

3)放射能調査（継続）

目的：環境中の放射能調査に加え，モニタリングポス

トによる空間線量 (r線）の常時観測により県民の安全

確立に役立てようとするものである．

結果：全B放射能を雨水（定時採水） 166件について調

伍した．核種分析では，雨水チリ（大型水盤による lケ

月旬） 12件と陸水3件について137Cs，土壌・農畜産物等

13件について’゚ Srおよび1”Cs，牛乳（原乳） 6件につい

で＂ Iを調査した．空側線量はシンチレーションサーベ

イによるものが 12件，モニタリングポストは周年連続

測定であり一日ごとに最高値，最低値，平均値をまとめ

た．詳細は資料の部 (P91)で報告する．

生活科学部

(1) 成人病関係

1)動脈硬化の予防に関する研究（継続）

目的：動脈硬化は，加齢に伴い徐々に進行し，高脂血

症や高血圧などの合併により促進され，脳梗塞や心臓病

の発生原因となる．そこで，動脈硬化の進展と深い関係

をもつ血液中と食事中の脂質脂肋酸および糖代謝の関

連を検討するとともに，各世代における個人の血液所見

や疾病状況に合わせた栄養指導法を確立する．

A)動脈硬化の進展と深い関係をもつ血液中と食事中の

脂質，脂肪酸および糖代謝の検討

①動脈硬化検診（糖負荷試験）

ガ法： 30歳以上の住民に動脈硬化検診（糖負袖試験を含

む）を実施する．

対象地区：井川町年齢30~69歳

実施人員： 106名（男 102名，女4名）

調査項目

．尿検倉：杷，蛋白，潜血（糖負荷前，負荷後 lh,2h). 

・血液（清）検査：糖（糖負荷前，負荷後 lh, 2h) 

へモグロビン，総蛋白，アルブミン，総コレステ

ロール， 中性脂肪，総脂肪酸分画， HDLーコレステ

ロール，尿酸， GOT,GPT, r -GTP（糖負荷前）
・栄養謁査および屯後指導

結果：表 1(こ糖負荷試験の判定結果を示す．

②中学生の循環器検診

方法：中学2,3年生の循環器検診を行う．

対象校：井川中学校．

実施人員： 2年生81名（男41名，女40名）， 3年生90名

（男 49名，女41名）．

表1 平成3年度男子糖負荷試験（50g)の判定結果

二分 30~394̀0~49’ 50~59 60~69 70~ 計
---

正常型 13 8 14 14 2 51 

培界塑 3 4 15 15 2 39 

糖尿病型 1 4 7 12 

計 16 13 33 36 4 102 

※ 女子4名（正常型4名）を除く。 （名）

調査項目

・血圧，心電図

．尿検査：杷，蛋白，沿血

・血液（清）検査：ヘモグロビン，総蛋白，アルブミン，

総コレステロール， HDI，ーコレステロール， GOT,

GPT, 7-GTP 

・栄養調査

結果：表 2のとおりである．
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表2 平成3年度井川町中学生循環器検診成績
•^ ～^ 

こ 受診数 尿蛋白陽性者 貧 血 者 高コレステロール者

i男 4 1 1 4 2 

2 女
年 4 0 2 8 2 

計 8 1 3 1 2 4 

，男 4 9 5 4 

3 女
年 4 1 5 8 2 

，計 9 0 10 1 2 2 

総計 1 7 1 1 3 2 4 6 

※ 尿蛋白陽性者： ＋以上

貧血者．’ヘモグロビン値男＝13.0未満女＝12.0未満

高コレステロール者： 200mg/d£以上

（なお、尿塘は全員陰性を示した）

③20歳（成人式）の検診

方法： 20歳の人の検診を行う．

対象地区： J|川町

実施人員： 58名（男 30名，女28名）

検査項目：血圧，尿（糠蛋白，潜血），血液（ヘモグロ

ビン，総蛋白，アルプミン，総コレステロール）

8月15日に行った井川町成人式の出席者85名（新20

歳）を対象に検診を行い，男 30名，女28名，計58名が

受診した．

B)動脈硬化予防のための病態別、血液所見けLJ栄養柘

導の検討

①事後指的と指導方怯の検討

方法：下記の者について，検診結果況明ならひに食生活

指導を中心とした事後指導を行った．

実施人員：上記A),①動脈硬化検診の実施者全員(106

名）

上記A), ②の中学生検診で， 肥満のある者

(12名），高コレステロール者 (6名）．

②中学生用の栄養指導用帳票作成

成人のみに使用可能な血液所見別の栄養指導用帳票

を，学童の食生活指導にも使えるように、食料構成，所

笈叫の項目を増やし，指導項目も学童用に変史した結果

表の作成を試みた．

結果：帳票の作成を行い，試行中である．

2)循環器疾忠の健康笛理に関する研究（継続）

目的：高齢化に伴う寝たきりや痴呆の予防は， この原

囚疾患の第一である脳卒中を予防することか重要であ

り，そのにめには，i＇i壮年期からの術環器疾恙の予防対

策が必要である．そこで，その対策として， 1．青壮年期

からの健康管理方法を検討する． 2．脳卒中発症者の「寝

たきり状態」になるまでの発生過程，在宅状況について

検討する．

A)術環器疾患のための健康づくり方策の検討

①循環器検診ならびに事後指導

対象地区：井川町 20歳以上

実施人員： 1780名（男710名，女 1070名）

調査項目

尿検査：杷，棗白，楷lfll.

血液（清）検西：ヘモグロビン，総出白，アルブミ

ン，総コレステロール．

闘珍，血［［、心電図，眼底，栄捉調壼，総合紗断，

その他

事後指導（異常者の学習会）の実施人員

高血圧者： 63名

貧血者： 2名

高コレステロール者： 100名

②脳，心事故の発症調査と脳卒中生命予後・機能予後調

脊

対象地区：井川町

発症調査件数

•初回発症調肖： 34 件（男 22 名，女 12 名）

追跡調査 ；44件（男 22名、女20名）

（調査日：平成3年 1月～12月）

• f後調査件数： 39件（男 24名，女 15名）

（調査日；昭和63年～平成2年）

結果： ①，②は表3,表4-a,bのとおりである．

③検診未受診者の実態調査

継続謁査中である．なお，第 1報け本誌35,101~106 

(1991)に掲載
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表3 平成3年度 井川町循環器検診受診者の管理区分

性 分］：～～～： ~29 30~39 

゜
， 43 

I 2 17 

男 II 6 

IlI 3 

計 11 69 

゜
12 102 127 142 

I 2 12 36 68 

女 JI 1 10 16 

m 1 13 65 

計 14 116 186 291 

0~69 I 70~79 I so~ 

総 計 25 185 306 469 

122 

77 

14 

100 

313 

522 

9

5

4

9

 

2

1

5

 

32 

26 

8 

71 

137 

244 

計

289 

4 I 162 
55 

12 204 

16 710 

29 1,780 

※ 〇：異常なし、 I 経過観察、 II 要指導（要注意）、皿 要治療

表4-a 予後淵査の病型別対象者（昭禾IJ62～平成2年）

病型 男 女 叶

脳梗塞 18 (75.0) 8 (53.3) 26 (66.7) 

脳出血 1 (4.2) 1 (6.7) 2 (5.1) 

くも膜下出血 4(16.7) 4(26.7) 8 (20.5) 

分類不能 1 (4.2) 2 (13.3) 3(7.7) 

合汁 24 (100 0) 15 (100.0) 39 (100.0) 

表4-b 発症時と一年後の生活状況

＇発症時 l一年後
全介助

ベット上生活

屋内歩行

28 (71.8) 

2 (5.1) 

2 (5.1) 

屋外：口 3：：二
※発症から一年の間に10名死［：

3 (10.3) 

3 (10.3) 

4 (13.9) 

19 (65.5) 

29 (100.0) 

B)高齢者の健康維持のための方法を検討する．

①寝たきり原因別の要因，予後凋杏

対象地区： JI川町
対象人員： 70名

②高齢者の食生活および牛乳摂取状況のアンケート凋査

方法：牛乳摂取状況と労働，骨折経験調査をアンケート

方式で調査した．

対象地区：井川町稲川町

実施人員：井川町 1,300名，稲川町386名

結果： ①，②とも継続調行中である．
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(2) 母子衛生関係 (3) 栄養関係

1)先天性代謝異常発生に関する研究（継続）

目的：先天性代謝異常スクリーニング（昭和53年 1

月～）神経芽細胞腫スクリーニング（昭和60年 1月～）

を実施しているが，検査精度の向上のため検査方法を検

討する．

a)先天性代謝異常スクリーニング

方法：

①BIA法でヒスチジン 6mg/d]以上のものについて

ウロカニン酸の確認をし (TLC法）ヒスチジン血症の

スクリーニングを行う．

②ペイゲン法によりガラクトース血症のスクリーニン

グを行う．

③BIA法によりチロジン血症のスクリーニングを行

ぅ．

結果：

①ヒスチジン 6mg/dl以上の者は 36名であったが仝

てからウロカニン酸が検出され正常であった．

②7,564名について実施したがガラクトース 8mg/dl

以上の者はなく全て正常であった．

③7,564名について実施したがチロジン 6mg/dl以上

の者はなく全て正常であった．

b)神経芽細胞腫スクリーニング

方法：

高速液体クロマトクラフィーを用いて一般の検体と並

行して行う．

検体：

精密検査児の原尿．

結果：

精術検査児 7名の検西結果3名が患児． 4名か正常で

あった．

又，病院依頼の原尿5名のうち， VMA（バニールマ

ンデル酸）， HVA（ホモバニリン酸）とも高値を示した

者2名，他3名は正常であった．

1)県民の食パターン方式による栄養改善方法の検討

A)中学生の食生活状況について

目的：最近の子どもの食生活は欠食や偏食あるいは加

工食品への頼り過ぎがみられ， これらの食生活が健康と

の係わりで問題があると考えられている．また，食習慣

は，小児期にほぼ確立されると言われ，早期に正しい食

習慣を身につけることが，成人病予防対策の上からも重

要と思われる．

図 l 食欲の有無．欠食・残食および偏食の出現頻度について

0 9 19 0 - 20 30 

食欲の有無 □ 
房 44 8% 

43人

女 口 l%

朝食の欠食

＂ 

女

夕食の欠食

梵

絵食の残食

偏食の有無

女

m
 

女

，
 
女

嫌いな食物が

出た時（家庭の男
丘串）

女

鎌いな食物が

出た時（給食） ＂ 

68. 8% 
66人

60 70 80 90 100" 

I日ない日約々 n.. す|

9 6 

73 

96 

7 2 

7 3 

96A 

56% 

" 

47.8% 
:l3 

75~ 3% 
6 4 

女 78~ 3% 
5 4 
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そこで，食生活の自立が芽生える時期でもある中学生

について栄養摂取および食生活の状況を調査した．

方法：平成3年11月に神岡町の中学生 167人を対象

表1 調査対象 （人）

子 女

47 

48 

子

36 

2年生

亘 95 

36 

72 

83 

84 

167 

に栄養調査と食生活調査を行った．栄養調査は 2日間の

面接聞き取り調査方法で，食生活調査はアンケート方式

で本人が記入したものを回収し，集計した．なお，アン

ケートの回収率は 100％であった．

結果：調査対象の内訳は表1のとおりであった．栄養

摂取量と食昴群別摂取国の状況は表 2,3に示した．

さらに，食生活調査から欠食・残食および偏食の出現

状況について図 1に示した．

表2 栄養素摂取量（ 1人1日当たり） （平均士標準偏差）

こ［I邪沿士 1 
年 2 年

項目 一~＿ ~—" 

エネルギーK 579一面42 女土416
男女平均 男 女 男女平均

2449 士625 2794 土564 2035 士388 2469 士621

たん白質g 99.6士 19.0 77.4土 13.9 90.0士 20.2 100.2土 20.6 73.7士 16.1 88.8-1:: 22.9 

動物性たん白質g 52.9士 14.1 43.4士 9.9 48.8土 13.3 52.1士 15.4 38.4士 12.6 46.2士 15.7
—· m9 

脂 質g 84.3土 21.6 71.7士 19.4 78.8士 21.5 83.9士 18.1 62.7士 19.2 74.8 J: 21.Z 

動物性脂質g 44.3士 14.1 35.1土 11.0 40.3士 13.6 45.1エ13.8 30.6土 11.8 38.9」 14. 8 
糖 質g 390 士 94 266 土 65 337 土103 397 土 97 288 土 54 35 l 士 97

9 -~ •--l, - "― 

コレステロールmg,493 土154 447 士119 473 士141 497 士162 418 士137 463 士156
l し 9 a - ,.  -l  - ,  

飽和脂肪酸(S)g 24.6土 7.2 20.1土 6.2 22.6土 7.1 24.5± 6.2 16.9士 6.4 21.l土 7.3 

祝耐砲植瀧i酬11g 20.5士 6.3 18.4土 7.1 19.6士 6.7 20.8土 4. 9 18.1士 7.8 l 9. 3 -1 - 5.2 

カルシウムmg 824 士206 690 二i-189 766 士209 別9 ±町2 592 士216 ， 739 士279

‘ミ ナトリウムmg5330 土1003 4464 士1168 4954 土1155 4997 士1180 j312 士986 1五屈士1147―-
ネ 食 塩g 13.5士 2.6 11.2土 2.6 12.6士 2.9 12.7上 3.0 11.0士 2.5. 12.0上 2.9

---

ラ リ ンmg1145 士272 1155 土220 1319 士288 1471 士337 1()67 士267 1298 士367

Jレ 鉄 幣 12.7士 2.5 11.2 ::i 26 12.0士 2.7 13.2± 3.6 10.0士 2.3 1.8± 35 
．・・ 

カリウムmg3403 士798 2861 士615 3168 土770 3470 士829 2792 土849 3179 士899
....  -

ビ A IU 2724 土848 2673 土1403 2701 士1116 3971 .:!:6720 2619 士1698 3392 土5219

夕
B1 mg 2.03士 0.47 1.63士 0.55 1 86士 0.54 2.15_! 0.50 1.68土 0.72 1.95士 0．仇

B 2 mg 1.93士 0.67 1.60--1:: 0.49 1.78士 0.61 1.95士 0.67 1.51土 0.52 1.78土 0.65 
ミ → • 

1 7 0 士1 3oo 5 □i 1 291 土士1 2 1 C ng 166 士164 144 土115 156 士144 151 土111
ン D IU 142 士 90 117 土 78 131 土 86 I 111 上 67 134 士 78

人”

B) 自家製清物の塩分濃度と糖度調査

目的：脳卒中予防管理事業における県内の栄養調査結

果から食塩摂取量の減少傾向が付鼎し，その中て漬物か

らの食塩摂取星は約15％を占めていた．しかし，この値

は秋期に行う栄養調査から把握されたもので，実際には

野菜の生産時期等との関係から漬物摂取による 1日当た

りの食塩摂取訊は，時期的にかなりの変動かあるものと

思われる．そこで，漬物の塩分濃度と糖度および生産時

期との関連について調査した．

対象：平成 3 年の春期 (6~7 月），夏期 (8~9 月），•f火

期（11~12月）に）1JII町，稲川町の健康教室参加者が持

参した 5種類の潰物について，塩分濃度計（ユニチカ・

UN-02),糖度は屈折糖度計を使用し測定した．

結果：表4に示した．
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表3 食品群別摂取量（ 1人1日当たり） g （平均土標準偏差）

1 年 2 年
食品群別

男 女 男女平均 男 女 男女平均

穀類合計 380 士 103 211 土 68 307 士 122 396 土 119 251 士 54 334 土 120
＇ （米） 303 土 101 167 土 59 244 土 108 325 土 91 200 土 47 272 土 97

植 種 実 類 0.7士 2.2 0.3土 0.7 0.6士 1.8 0.4士 0.9 1.0士 3.0 0.6士 2.1 

いも・加工品 78 土 51 68 土 37 74 士 45 85 士 52 79 土 46 83 土 50

砂糖・ジャム類 4 土 4 5 士 5 5 土 4 5 土 6 5 土 5 5 土 5 
物
菓子類 42 土 47 53 土 45 47 士 46 37 士 53 43 土 48 40 土 50

ヨ~·

油 脂 類 14 土 8 16 土 22 14 士 10 14 士 6 12 士 28 14 士 6 

性 （植物油） 13 土 8 16 土 22 14 士 10 14 士 6 12 士 5 13 士 6 

大豆・加工品 93 士 58 72±41 84 士 52 105 士 62 70 士 40 90 士 56

食
（みそ） 26 士 13 21 土 12 24 土 13 27 士 ， 21 土 8 25 土 ， 
その他の人豆加工食品 。̀2土 1.1 0.4土 2.5 0.3士 1.8 2.1土 14.4 〇土

゜
1 2士 10.9

果実・果実缶詰 144 士 138 132 士 123 139 士 131 134 士 134 164 士 144 147 土 138

品 緑黄色野菜 47 士 29 45 士 27 46 士 28 49 土 28 49 士 36 49 士 31

その他の野菜合計 231 士 91 210 土 106 221 士 97 222 土 72 205 士 121 214 土 96

9（野’菜・漬物） 7 士 16 18 土 55 12 士 38 5 土 12 8 士 20 6 土 16

魚介類合計 82 土 39 76 土 27 79 土 34 88 土 61 75 士 47 82 士 55

（魚介類•生物） 43 土 37 39 士 24 41 士 32 52 士 48 40 士 38 47 土 43

動 （鮒瀬鴫•皿Da) 9 土 17 10 士 16 10 士 17 14 土 27 6 士 11 10 土 22
--

物 掬類合計
101 :1: 55 76 + 37 90 + 49 98 =1□ 42 64 ＿し 38 83 土 43

-・

性
（肉加工品） 19 士 22 15 _I_ 22 17 士 23 15 :l 15 17 士 21 16::'::17 

卵 類 58 土 131 56 士 21 57 士 27 56 士 23 54 士 26 55 土 24
食
乳 乳 類 353 土 172 252 士 132 309 士 163 378 士 226 194 土 139 299 土 213

品 乳製品 28 土 54 19 土 29 24 土 45 9 士 23 10 士 20 10 土 22
類 計 380 士 172 271 士 131 333 t 164 387 土 230 205 」 141 309 士 216

凋狸加工品 15 」 37 9 :l 5 12 」 28 11 上 1 10 士 7 11 士 7 
． ｀  

総食品合計 1733 士 368 1353 土 310 1568 士 391 1745 土 388 1340 士 349 1574 土 421

（ ）再掲
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表4 自家製漬物の塩分濃度と糖度

種類 採取時期 検体数
塩分濃度 糖 度 水 分 塩漬期間
（％） （％） （％） （日）

春期(6~7月） 7 2.2土3.5 15.0土6.7 80.6土3.2 2.4土 0.5

大根漬け 冬期（11~12月） 14 2.2土0.9 13.8土6.7 85.0士6.3 15.6士 9.7
------・・・---------・ ----------"~ • • 9 • m ● -- • • . -... -.. ----.... -. ----. -". ---. -,... "・-----・・・・・・--・--―ー・ ・・・’● 9• -- --・・・ -----------・ ---

平 均 21 2.2士0.8 13.9土6.4 84.7土6.2 27.8士15.4

冬期（11~12月） 10 4.0土1.5 21.2士3.9 77.9士6.3 27.8土15.4
たくあん ”・ • • • • ---m mー▼ー・ • • - --▼, - ▼’▼,..... 

" --・-・・・・ ― ▼ ▼ • - • • --- -- m mーー・“-- - " -・・・・・・・・・  -・-・士→ . -・・ ----・・・・ -・----•••• ・・----・幽.... ---

平 均 10 4.0士1.5 21.2士3.9 77.9士6.3 27.8士15.4

春期(6~7月） 17 2.2土1.0 10.0土3.7 86.9土3.3 1.5士 0.9

きゅ漬うけり 夏期(8~9月） 7 2.2士0.9 6.6士2.8 86.2士28 4.7土 7.1
・・------・--・ -・----.. ・・--・-- ·~ m・ • 9 -- --- -.......  --- - " -...囀ヨ―----- -- -- -雫ー一 ▼ m・ - -...  • • -- -- m m m -“・ • .. """" -...... --- -.. 

平 均 24 2.2土1.0 9.1土3.7 86.7土3.1 4.7士 7.1

春期(6~7月） 2 4.4士3.0 15.0士9.2 73.2士18.5 1.5士 0.7

夏期(8~9月） 14 3.7士1.3 13.0士7.8 75.5士71 6.5士 7.8
なす漬け

冬期（11~12月） 5 7.3土3.2 14.5士8.1 68.3士3.3 36.2土 8.3
・・・--・--・--------・-・・--------・------------------------------------------------------------------------------------------------------
平 均 21 4.0士1.6 13.0士7.7 74.8土8.1 4.7士 7.1

春期(6~7月） 11 2.3士1.4 9.3土5.1 83.8士9.0 2.8土 3.2

夏期(8~9月） 3 2.6士1.5 8.0土3.9 83.4土9.1 1.5士1.0
混合漬け

冬期（11~12月） 8 1.5士0.6 8.9士3.8 89.5士4.1 7.0士 4.4
-------------------------------------------------------------------------------------- ----------------------・ ---------・ ・ ·—- -----・ 

平 均 22 2.2土1.3 8.8士4.2 85.2士8.2 4.7士 7.1

総 平 均 96 2.7土1.5 12.0±6.5 82.7土7.9 4.7士 7.1
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3 衛生教育および研修実績

(1)衛生教育

A 一般住民
• .・噸•ロ ロ9 "^~ m... m心

ぃ＼口平成3年
月 8 月 ， 月 10 月 平成4年

6 月
7 

1 月

1) 回 数 1 1 I I I 

成人病関係 対象人員 80 63 30 58 102 
し·~" --→--・・ ．．··-·-------·●—•〒ヽーし—し●．． ---・・

2) 回 数 1 
m~ ＂ー • ．. "' T → ．．． ． ・・ ・・ r ▼ ——• 

栄投閃係 対象人員 20 
- -- -・---- ．．．．． 

3) 回 数 1 
→一Z 一— 9.... m -‘―・― 

埋化学関係 対象人員 35 

回 数 1 1 2 1 1 1 

合 計 ~ • • • 

対象人員 80 20 98 30 58 102 

1) —脳卒中などいわゆる術環器疾患に関する検診，管理などの指導

2) 食生活，栄捉と健康管理などの指導教育

3) 放射線の人／本に与える彰孵と火災時の注意についての指羽教育

B 医療関係者等

月別 I平成3ii= 11 月 計
10 月

3) I回 数 1 2 1 3（回）

憾染症関係 1対象人員 I 120 120 240（人）

4) 一—-腸管出血性大腸歯について、 MMR ワクチ

ンについて、人畜共通感染症について

c 探学部学生臨床教育実習

口／：ロ 汀5月 6月 7月
回 数 1 2 2 2 

~~ ---•一 ←- --- -

対 象人員 5 l2 12 12 
～ ~ーーー • - r- ~·~-—•—ユ｀ー ・“------ --- - -~— 

教育実習 保健梢報について

9月

2 
"~ -• ・ •..” 

12 
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10月 11月 12月

2 3 2 

12 15 10 
』一•~ ~ •-~- -~ •- • 

•一 ・〒囀"" - -

2 月 3 月 計

2 7（回）

252 585（人）

1 1 3（回）

126 172 318（人）

1（回）

35（人）

1 3 11（回）

126 424 938（人）

』」―`-J-- •一～こ—·』

冒2月 3月 計

2 1 2 21（回）

10 5 10 115（人）



(2) 平成3年度保健所試験検査担当者研修実績
ー←ヽ

年 月 日 研修項目 1 対象・参加人員 研修場所 担当部・講師

平成4.1. 23 乳幼児検診におけるアレルギー疾 細菌検査担当者 保健センター 大館保健所

~1. 24 患の実態と予防対策について 11名 鈴木

アメーバ赤痢について 秋田大学医学部

吉村

ビプリオ属検査方法の精度管理に 微生物部

ついて 遠藤

腸炎ビブリオの新しい検査法に関 衛生科学研究所 微生物部

する実技指迎①血消型別について 遠藤・斉薪（志）．

②薄層クロマトグラフによる同定 八柳

について③DNA-DNAハイプリ

ダイゼーションによる同定につい

て

伝辻講習①腸管出血性時腸菌の迅 微生物部

速検査法について②DNA-DNA 斎除（志） ・八柳

ハイブラダイゼーションによる結

核菌の迅辿同定

平成4.1. 23 イオンメーターの原理および操作 理化学検直担当者 衛生科学研究所 俄堀場製作所

~1. 24 法 11名 岩本・小泉

理化学部

武藤

キャピラリーガスクレマトクラフ 日立~t測ェンジニアリング

による食品添加物の分析 中田

理化学部

小沢•松田

食品をとりまく諸問頴および添加 保健センター 環境衛生課

物法示法の注解釈について 坂本

低沸点ハロゲン化合物に関する最 理化学部

近の話題 小林

食品化学講習会の話題 理化学部

佐野
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